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先
月
の
コ
ラ
ム
に
引
き
続
き
、

大
上
段
の
見
出
し
で
恐
縮
だ
が
、

つ
い
最
近
読
ん
だ
本
の
表
題
を
そ

の
ま
ま
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

こ
の
「
世
界
秩
序
が
変
わ
る
と

き
〜
新
自
由
主
義
か
ら
の
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
〜
」
の
著
者
で
あ
る
、

新
自
由
主
義
の
申
し
子
の
よ
う
な

ア
メ
リ
カ
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
齋
藤
ジ

ン
氏
の
語
る
新
自
由
主
義
の
話
は
、

遥
か
に
大
き
な
世
界
的
、
歴
史
的

な
視
野
で
「
世
界
秩
序
」、と
り
わ

け
世
界
の
覇
権
国
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
の
世
界
秩
序
の
次
元
で
語
ら
れ

て
い
る
。

と
り
わ
け
、
少
な
く
と
も
私
に
と

っ
て
新
鮮
だ
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ

カ
と
い
う
良
く
も
悪
く
も
世
界
覇

権
を
持
つ
国
の
動
向
、
特
に
世
界

秩
序
を
自
ら
の
利
害
に
基
づ
い
て

変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
力
が
、
如

何
に
強
大
で
、
日
本
の
政
治
、
経

済
、
生
活
に
影
響
を
も
た
ら
し
た

か
を
、
こ
の
世
界
秩
序
＝
新
自
由

主
義
を
巡
る
事
態
で
、
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

  

ア
メ
リ
カ
の
世
界
秩
序
の
変
遷

　

ア
メ
リ
カ
は
、
１
９
２
９
年
の

大
恐
慌
に
対
処
す
る
た
め
に
「
大

き
な
政
府
」
の
路
線
を
と
り
、
そ

の
上
で
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
お

い
て
ア
ジ
ア
の
覇
権
国
を
目
指
し

て
い
た
日
本
を
叩
き
潰
し
、
日
本

の
国
土
を
灰
塵
に
返
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
ソ
連
と
の
冷
戦
を

勝
ち
抜
く
た
め
に
日
本
を
逆
に
援

助
し
、
育
て
た
。
日
本
は
持
ち
前

の
勤
勉
さ
と
技
術
力
に
よ
っ
て
成

長
し
、
世
界
２
位
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
実

現
し
、
１
９
８
０
年
代
に
は
ア
メ

リ
カ
の
経
済
的
覇
権
を
脅
か
す
か

に
見
え
た
。

　

特
に
、
１
９
８
９
年
の
冷
戦
の

終
結
、
１
９
９
１
年
に
は
ソ
連
が

体
制
崩
壊
し
た
こ
と
も
あ
り
、
日

本
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
存
在

価
値
は
低
下
し
、
挑
戦
す
る
日
本

を
意
図
的
に
潰
す
こ
と
を
企
図
し
、

プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
円
の
切
り
上

げ
と
ド
ル
高
の
是
正
、
そ
の
後
の

構
造
協
議
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本

の
産
業
の
弱
体
化
を
図
っ
た
。

　

既
に
ア
メ
リ
カ
で
も
、
財
政
赤

字
と
貿
易
赤
字
と
い
う
双
子
の
赤

字
に
よ
っ
て
、
大
き
な
政
府
の
限

界
が
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
小
さ
な

政
府
の
路
線
＝
新
し
い
世
界
秩
序

へ
の
組
み
換
え
、
を
強
引
に
推
し

進
め
た
。

　

そ
の
新
し
い
世
界
秩
序
こ
そ
、

新
自
由
主
義
と
言
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
新
自

由
主
義
を
全
世
界
に
拡
大
し
て
い

っ
た
。

  

新
自
由
主
義
の
三
大
要
素

　

著
者
の
齋
藤
ジ
ン
氏
が
定
義
す

る
「
新
自
由
主
義
」
と
は
、
第
一

に
「
大
き
な
政
府
」
よ
り
「
小
さ

な
政
府
」が
良
い
も
の
で
あ
り
、政

府
の
介
入
は
少
な
け
れ
ば
少
な
い

ほ
ど
良
い
。

　

第
二
に
、
そ
こ
で
は
政
府
や

政
治
に
代
わ
る
裁
定
者
の
役
割

を
「
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）」
に

委
ね
る
。

　

第
三
に
、
そ
の
世
界
で
は
個
人

の
権
利
と
選
択
を
尊
重
し
、
政
府

や
宗
教
を
は
じ
め
、
個
人
の
生
き

方
に
干
渉
す
る
も
の
を
最
小
化
。

　

こ
の
新
自
由
主
義
の
秩
序
を
、

ア
メ
リ
カ
の
主
導
の
下
に
全
世
界

に
拡
げ
、
世
界
市
場
を
一
元
化
し

（
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
）、
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
を
起
点
と
し
た
Ｉ
Ｔ
デ
ジ

タ
ル
技
術
で
世
界
を
制
覇
す
る
道

を
押
し
進
め
た
。

  

ア
メ
リ
カ
と
中
国

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い
世
界

秩
序
、
新
自
由
主
義
と
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
は
、
社
会
主
義
市
場
経
済

を
掲
げ
て
２
０
０
１
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）に
加
盟
し
た
中

国
経
済
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
積
極
的

に
後
押
し
し
た
ア
メ
リ
カ
の
意
図

は
、
中
国
を
世
界
経
済
に
組
み
込

み
、
相
互
の
貿
易
関
係
を
深
め
れ

ば
、
中
国
は
民
主
化
さ
れ
、
西
側

社
会
の
一
員
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
逆
に
中
国
は
共

産
党
に
よ
る
独
裁
体
制
を
強
化
し

な
が
ら
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」

を
掲
げ
、
ア
メ
リ
カ
の
先
端
製
造

技
術
に
挑
戦
す
る
意
思
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
は
、

南
シ
ナ
海
に
人
工
島
を
作
り
、
軍

事
基
地
を
置
き
、
九
段
線
（
中
国

が
南
シ
ナ
海
に
設
定
し
た
権
益
ラ

イ
ン
）
を
掲
げ
て
、
南
シ
ナ
海
全

域
の
主
権
を
主
張
し
始
め
た
。

　

成
長
し
た
中
国
は
ア
メ
リ
カ
の

世
界
覇
権
を
脅
か
す
存
在
と
な
り
、

ア
メ
リ
カ
は
中
国
を
敵
対
国
と
し

て
対
処
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
秩

序
、
新
自
由
主
義
の
遂
行
は
、
ア

メ
リ
カ
の
一
部
エ
リ
ー
ト
層
だ
け

を
富
ま
せ
、
中
間
層
の
没
落
、
貧

富
の
差
の
拡
大
と
な
り
、
そ
の
不

満
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
を

も
た
ら
し
た
。
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い
ま
再
び
大
き
な
政
府
の
時
代

　

中
国
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
覇
権

へ
の
挑
戦
も
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

世
界
秩
序
の
路
線
変
更
を
迫
っ
て

い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
関
税
や
先
端
技

術
の
輸
出
制
限
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、中
国
の
野
望
を
阻
止
し
、自

ら
の
世
界
覇
権
を
維
持
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
ま
た
政
治
的
に
も
軍

事
的
に
も
中
国
に
対
す
る
包
囲
網

を
構
築
し
て
、
中
国
封
じ
込
め
の

た
め
の
ア
ジ
ア
の
核
と
し
て
日
本

を
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

い
ま
、
日
本
の
失
わ
れ
た
30
年
の

構
造
が
、
根
本
的
に
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

  

失
わ
れ
た
30
年

　

日
本
は
、
１
９
９
１
年
の
バ
ブ

ル
崩
壊
、
さ
ら
に
は
１
９
９
７
年

の
金
融
危
機
、
そ
の
後
も
デ
フ
レ

と
低
成
長
が
続
き
、
よ
う
や
く
日

経
平
均
株
価
が
２
０
２
４
年
２
月

に
バ
ブ
ル
期
の
最
高
値
を
34
年
ぶ

り
に
更
新
し
た
。

　

こ
の
失
わ
れ
た
30
年
の
原
因
は
、

主
に
バ
ブ
ル
崩
壊
や
金
融
危
機
に

対
す
る
日
本
政
府
の
対
応
が
、
公

的
資
金
の
注
入
遅
れ
な
ど
に
よ
っ

て
後
手
に
回
っ
た
こ
と
も
大
き
い

が
、
や
は
り
、
ア
メ
リ
カ
の
１
９

８
０
年
中
盤
か
ら
始
ま
っ
た
、
日

本
潰
し
と
新
自
由
主
義
的
介
入
が

大
き
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
は
こ
の
ア
メ
リ

カ
の
新
自
由
主
義
的
シ
ス
テ
ム
の

強
制
に
、
一
部
で
は
従
い
な
が
ら

も
、
ア
メ
リ
カ
流
の
ド
ラ
イ
な
リ

ス
ト
ラ
策
を
と
ら
ず
、
雇
用
の
維

持
を
優
先
さ
せ
、
デ
フ
レ
と
低
成

長
に
耐
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
相
対
的
に
経
済
格

差
は
拡
が
ら
ず
、
社
会
の
分
断
も

少
な
く
、
治
安
も
悪
化
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
失
わ
れ
た
30
年
は

否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
場
合
が
多

い
が
、
あ
る
意
味
で
日

本
社
会
の
価
値
観
を

体
現
す
る
も
の
で
も

あ
る
と
思
う
。

　

最
近
、
新
自
由
主
義

的
社
会
の
進
展
の
結

果
、
社
会
的
分
断
が
進

み
、
治
安
が
悪
化
し

た
国
々
か
ら
の
訪
日
観
光
客
が
増

え
て
い
る
が
、
日
本
の
人
々
か
ら

は
他
人
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
や
穏
や

か
さ
を
感
ず
る
と
の
こ
と
だ
。
こ

れ
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
昔
か

ら
の
伝
統
的
態
様
の
蓄
積
も
あ
る

だ
ろ
う
が
、
こ
の
失
わ
れ
た
30
年

に
お
い
て
も
新
自
由
主
義
的
な
企

業
の
利
益
第
一
主
義
に
よ
る
人
員

整
理
や
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
行
わ
な

か
っ
た
か
ら
、
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
が
今
、
日
本
と
い
う
国

が
世
界
か
ら
技
術
面
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
的
、
人
格
的
な
品
質
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
評
価
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

思
う
。

  

日
本
は
相
対
的
勝
者
に
な
る

　

こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
齋
藤
ジ

ン
氏
は
、
今
で
も
弱
ま
っ
た
と
は

い
え
、
世
界
の
覇
権
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
が
、
新
自
由
主
義
か
ら
の

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
で
再
び
大
き
な

政
府
の
路
線
に
転
換
し
、
政
府
の

主
導
の
下
に
、
大
国
と
な
っ
た
中

国
に
対
抗
し
て
ア
メ
リ
カ
の
世
界

覇
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
路
線

に
変
わ
る
と
き
、、日
本
は
相
対
的

に
勝
者
に
な
る
と
予
想
す
る
。

　

実
際
、既
に
日
本
は
、一
部
に
残

る
新
自
由
主
義
的
風
潮
か
ら
、
確

固
と
し
た
、
政
官
財
主
導
の
路
線

に
踏
み
出
し
て
い
る
。

　

昨
今
、
政
府
に
よ
っ
て
策
定
さ

れ
た
２
０
４
０
年
ま
で
の
「
戦
略

17
分
野
に
お
け
る『
主
要
な
製
品
・

技
術
等
』」
の
計
画
等
は
最
た
る

も
の
で
、
政
府
や
政
治
家
が
口
を

出
さ
ず
、
市
場
に
任
せ
れ
ば
良
い
、

と
い
う
新
自
由
主
義
的
な
発
想
か

ら
は
考
え
ら
れ
な
い
世
界
で
あ
る
。

　

中
国
が
、Ｅ
Ｖ
や
自
動
運
転
、ロ

ボ
ッ
ト
、
電
池
な
ど
の
先
端
技
術

の
開
発
で
先
行
し
、
レ
ア
ア
ー
ス

の
輸
出
制
限
、ま
た
東
シ
ナ
海
、南

シ
ナ
海
、
台
湾
、
尖
閣
諸
島
へ
の

圧
力
を
強
め
る
中
、
日
本
の
政
治

的
、
経
済
的
、
技
術
的
、
外
交
的

な
役
割
は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

あ
る
意
味
、
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
も
、
実
は
こ
う
し
た
文
脈
の

中
で
、
新
自
由
主
議
的
な
市
場
の

利
便
性
一
辺
倒
で
は
な
く
、
日
本

の
交
通
や
運
輸
行
政
な
ど
、
全
体

の
中
で
の
判
断
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

新
た
な
世
界
秩
序
が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
の
今
ま

で
の
逆
風
か
ら
順
風
、
追
い
風
に

な
る
と
い
う
齋
藤
ジ
ン
氏
の
予
測

に
、
改
め
て
世
界
秩
序
と
い
う
視

点
の
高
さ
、
重
要
さ
を
認
識
し
た

次
第
で
あ
る
。

（
２
０
２
６
年
６
月
24
日
記
）


